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各
地
で
頻
発
し
た
自
然
災
害
と
災
害
警
備
活
動

　

平
成
一
六
年
中
は
、
梅
雨
前
線
の
停
滞
等
に
伴
う

豪
雨
、
過
去
最
多
の
上
陸
数
を
記
録
し
た
台
風
、
震

度
七
を
記
録
す
る
と
と
も
に
震
度
五
弱
以
上
の
余
震

も
続
発
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
等
、
度
重
な
る
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
、
年
間
で
死
者
二
四
六
人
、
行
方

不
明
者
一
一
人
、
負
傷
者
七
、五
三
九
人
、
住
家
全

半
壊
三
万
六
六
六
戸
、
床
上
浸
水
四
万
二
、八
九
七

戸
、
床
下
浸
水
一
二
万
四
、八
一
六
戸
等
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

１ 

平
成
一
六
年
新
潟
県
中
越
地
震

　

一
〇
月
二
三
日
午
後
五
時
五
六
分
こ
ろ
、
新
潟
県

中
越
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
八
の
地

震
が
発
生
し
、
同
県
川
口
町
で
震
度
七
、
小
千
谷
市
・

小
国
町
で
震
度
六
強
を
記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

余
震
が
続
き
、
本
震
を
含
め
一
二
月
末
ま
で
に
震
度

五
弱
以
上
の
地
震
が
一
九
回
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
新
潟
県
を
中
心
に
死
者

四
〇
人
、
負
傷
者
四
、五
六
七
人
、
住
家
全
壊

二
、八
七
三
戸
、
半
壊
一
万
一
、五
四
四
戸
、
一
部
損

壊
九
万
八
、四
八
三
戸
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

警
察
庁
で
は
、
発
災
直
後
に
設
置
し
た
災
害
警
備

本
部
を
、
二
四
日
に
、
政
府
が
災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
く
非
常
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
こ
と
に
伴

い
、
非
常
災
害
警
備
本
部
に
昇
格
さ
せ
て
、
所
要
の

体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、新
潟
県
警
察
で
は
、

特
別
派
遣
さ
れ
た
三
三
都
府
県
警
察
の
広
域
緊
急
援

助
隊
等
（
延
べ
一
万
三
、八
九
七
人
）
を
始
め
、
避

難
住
民
支
援
要
員（
延
べ
三
、五
五
〇
人
）、パ
ト
ロ
ー

ル
支
援
要
員
（
延
べ
三
、六
八
二
人
）、
災
害
救
助
犬
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要
員
（
延
べ
三
九
人
、
災
害
救
助
犬
延
べ
二
六
頭
）、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
延
べ
一
三
五
機
）
等
を
受
け
入
れ

て
、
警
察
本
部
長
以
下
約
二
、九
〇
〇
人
体
制
（
特

別
派
遣
部
隊
を
除
く
）の
災
害
警
備
本
部
を
設
置
し
、

各
種
災
害
警
備
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
災
当
初
は
、
迅
速
・
的
確
に
被
害
情
報
の
収
集

を
行
う
と
と
も
に
、
被
災
者
の
救
出
救
助
、
地
域
住

民
の
避
難
誘
導
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
を
行
い
、
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被
害
の
拡
大
の
防
止
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
長
引

く
避
難
生
活
を
過
ご
す
被
災
者
の
た
め
に
、

●　

新
潟
県
警
察
及
び
特
別
派
遣
さ
れ
た
女
性
警
察

官
等
に
よ
り
避
難
住
民
支
援
隊「
ゆ
き
つ
ば
き
隊
」

を
編
成
し
、
避
難
住
民
の
苦
情
、
相
談
、
要
望
等

の
聴
取
や
震
災
に
乗
じ
た
犯
罪
に
係
る
防
犯
指
導

と
広
報
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●　
「
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

隊
」
と
命
名
さ
れ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

を
編
成
し
、
被
災
地
域
に
お
け
る
パ
ト
カ
ー
に
よ

る
警
戒
警
ら
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
警
察
庁
で
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
災
害
対

応
の
教
訓
等
を
踏
ま
え
て
、
広
域
緊
急
援
助
隊
の
運

用
等
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

２ 

風
水
害

一　
七
月
新
潟
・
福
島
豪
雨

　

七
月
一
二
日
夜
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
、
日
本
海

か
ら
東
北
南
部
に
停
滞
す
る
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活

発
化
し
、
一
三
日
朝
か
ら
昼
過
ぎ
に
か
け
て
、
新
潟

県
の
長
岡
地
域
、三
条
地
域
を
中
心
に
豪
雨
と
な
り
、

新
潟
県
で
死
者
一
五
人
、
負
傷
者
三
人
、
福
島
県
で

行
方
不
明
者
一
人
、
負
傷
者
一
人
等
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
警
察
で
は
、
七
月
一
四
日
か
ら
一
六
日
ま

で
の
間
、
特
別
派
遣
さ
れ
た
群
馬
・
埼
玉
・
長
野
の

各
県
警
察
広
域
緊
急
援
助
隊
（
延
べ
二
〇
四
人
）
を
、

さ
ら
に
一
六
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
の
間
、
特
別
派
遣

さ
れ
た
茨
城
・
栃
木
・
神
奈
川
・
山
梨
の
各
県
警
察

広
域
緊
急
援
助
隊
（
延
べ
五
二
五
人
）
を
受
け
入
れ

て
災
害
警
備
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

二　
七
月
福
井
豪
雨

　

活
発
な
梅
雨
前
線
が
北
陸
地
方
か
ら
ゆ
っ
く
り
南

下
し
た
こ
と
に
伴
い
、
七
月
一
七
日
夜
か
ら
一
八
日

に
か
け
て
、北
陸
地
方
と
岐
阜
地
方
で
豪
雨
と
な
り
、

福
井
県
で
死
者
四
人
、
行
方
不
明
者
一
人
、
負
傷
者

四
人
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

福
井
県
警
察
で
は
、
七
月
一
八
日
か
ら
二
〇
日
ま

で
の
間
、
特
別
派
遣
さ
れ
た
富
山
・
石
川
・
岐
阜
・

愛
知
の
各
県
警
察
広
域
緊
急
援
助
隊
（
延
べ
五
二
五

人
）を
受
け
入
れ
て
災
害
警
備
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

三　
台
風
に
よ
る
被
害

　

一
六
年
中
は
、
二
九
個
の
台
風
が
発
生
、
う
ち

一
〇
個
が
本
邦
に
上
陸
（
昭
和
二
六
年
に
気
象
庁

が
統
計
を
開
始
し
て
以
来
の
最
多
記
録
）
し
、
全
国

で
死
者
一
七
五
人
、
行
方
不
明
者
一
〇
人
、
負
傷
者

二
、六
九
〇
人
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

関
係
都
道
府
県
警
察
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
台
風
の

上
陸
等
に
伴
い
、
災
害
警
備
本
部
等
を
設
置
し
て
、

被
災
者
の
救
出
救
助
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
の
災

害
警
備
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
全
国
で
死
者
・
行
方
不
明
者
九
八
人
等
の

大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
台
風
第
二
三
号
で
は
、

政
府
が
非
常
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
こ
と
に
伴

い
、
警
察
庁
に
お
い
て
も
既
設
の
災
害
警
備
連
絡
室

を
非
常
災
害
警
備
本
部
に
昇
格
さ
せ
、
指
導
、
調
整

体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

愛知県警察広域緊急援助隊の活動




